
「⽣物多様性国家戦略2023-2030」の構成・概要
第１章 ⽣物多様性・⽣態系サービスの現状と課題
世界の現状と動向 ︓損失の直接要因と背景にある間接要因、⽣態系の確保・回復と⾃然を活かした

解決策による統合的解決、⾃然資本管理・⽣物多様性保全のビジネス化
我が国の現状と動向 ︓4つの危機、根本要因としての⾮主流化

⽣物多様性国家戦略で取り組むべき課題 ︓取り組むべき課題の観点 (①世界⽬標への対応、
②世界と⽇本のつながりの中での課題、③国内での課題)と、具体的課題

第２章 本戦略の⽬指す姿（2050年以降）
・2050年ビジョン 「⾃然と共⽣する社会」
『2050年までに、⽣物多様性が評価され、保全され、回復され、賢明に利⽤さ
れ、⽣態系サービスが維持され、健全な地球が維持され、全ての⼈々にとって不
可⽋な利益がもたらされる』

第３章 2030年に向けた⽬標

５つの基本戦略と40の個別⽬標を設定

15の状態⽬標（あるべき姿）・25の⾏動⽬標（なすべき⾏動）

30by30
ロードマップ

⽣物多様性及び⽣態系サービスの
重要性の解説

⾃然共⽣社会における国⼟の
グランドデザイン

①⽣態系の健全
性の回復

②⾃然を活⽤し
た社会課題の

解決

③ネイチャーポ
ジティブ経済の

実現

⑤⽣物多様性に
係る取組を⽀え
る基盤整備と国
際連携の推進

第
２
部
︓
⾏
動
計
画

状態⽬標（３つ）

⾏動⽬標（６つ）
陸と海の30％以上保全、
劣化地の30％以上再⽣、
汚染削減・外来種防⽌、
気候変動影響の最⼩化、
希少種保護・状況改善、
遺伝的多様性保全

状態⽬標（３つ）

⾏動⽬標（5つ）

⽣態系サービスの向上、
気候変動対策による⽣態系
影響減、⿃獣被害の緩和

⽣態系機能の可視化、
⾃然活⽤地域づくり、
気候変動関連⾃然再⽣、
再エネ導⼊時の配慮、
⿃獣との軋轢緩和

状態⽬標（３つ）

⾏動⽬標（4つ）

ESG投融資の推進等、
負の影響の低減等、
持続可能な農林⽔産業

企業の情報開⽰、貢献
技術・サービス⽀援、
遺伝資源ABS、環境保
全型農林⽔産業

状態⽬標（３つ）

⾏動⽬標（5つ）

情報基盤の整備等、⽣物
多様性資⾦の確保、途上
国⽀援能⼒構築等

学術研究・基礎調査等、
データ活⽤の⼈材育成、
地域戦略等策定⽀援、
資源動員の強化、知⾒
活かした国際協⼒

第
１
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︓
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・2030年ミッション
「ネイチャーポジティブ（⾃然再興）の実現」

第４章 本戦略を効
果的に実施するため
の基盤・仕組み
・実施に向けた基本的考
え⽅

・進捗状況の評価及び点
検︓国際枠組のレビュー
メカニズムへの対応

・多様な主体による取組
の進捗状況の把握

・各主体に期待される役
割と連携

状態⽬標（３つ）
⾃然重視の価値観形成、
消費⾏動における配慮、
保全活動への積極的な参

加

環境教育の推進、ふれあ
い機会の提供等、⾃主的
⾏動変容促進、消費⾏
動・選択肢提⽰、地域保

全再⽣活動促進

⾏動⽬標（5つ）

④⽣活・消費活
動における⽣物
多様性の価値の
認識と⾏動

（⼀⼈⼀⼈の⾏動変容）

⽣態系の健全性の回復、
種の絶滅リスクの低減、
遺伝的多様性の維持

第１章
⽣態系の

健全性の回復

第２章
⾃然を活⽤した
社会課題の解決

第３章
ネイチャーポジ
ティブ経済の

実現
国⽴公園やOECM等17施
策
⾃然再⽣等35施策
汚染・外来種対策等46
施策
気候変動影響評価等２施
策
レッドリスト・希少種等
９施策
遺伝資源収集・保全等６
施策

ECO-DRR等８施策
地域循環共⽣圏等30施策
気候変動緩和策等11施策
バードストライク等４施
策
⿃獣被害防⽌対策等15施
策

企業の情報開⽰等６施策
ビジネス取組⽀援等４施
策
ABS指針の推進等３施策
有機農業の推進等29施策

第５章
⽣物多様性に係
る取組を⽀える
基盤整備と国際
連携の推進

基礎調査等29施策
科学的情報の共有等22
施策
地域戦略策定推進等５
施策
資源動員の強化等６施
策
⽣物多様性⽇本基⾦等
38施策

第４章
⽣活・消費活動
における⽣物多
様性の価値の認
識と⾏動

（⼀⼈⼀⼈の⾏動変容）

環境教育の推進等８施策
ふれあい機会提供等15施
策
⾏動変容の促進等５施策
⾷ロス削減・⾷育等７施
策
伝統⽂化配慮OECM等７
施策

参考資料２


